
 

 

 

  

   

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ホームタンクからの小分け中は絶対にその場を離れない 

②タンクのバルブを完全に閉めたか確認する 

③積雪でタンクや配管が破損していないか日常点検する 

 

 

油流出事故防止の３カ条 

事故を起こすと、油の回収・処理に多くの資材が必要になります。 

場合によっては、その費用を“原因者が負担”しなければなりません。 

（全国的には、数百万円の負担を求められた事例もあります！） 

次の３カ条を心がけ、未然防止に努めましょう！ 

 

もし流出事故を起こしてしまったら…？ 

 

冬はホームタンクからの灯油の流出事故が

多発します。河川に流れ出ると、水道の断水、

農業・漁業への被害、水質汚染などが発生する

おそれがあります。 

知っていますか？ 費用の請求… 

 

あわてずに原因を見つけ、元栓を閉める・新聞紙やタオルで外部への流出を防ぐ 

など、応急処置をしましょう。 その後、市役所または消防本部へ連絡ください。 

灯油の取扱いにご注意を！ 

なんと 49 件 !! 

長岡市内だけで 
H30年の事故は、 

◎市役所  環境政策課 電話 0258-24-0528  または、各支所市民生活課 

◎消防本部 電話 0258-36-0119  または、各消防署・出張所 


